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1．はじめに 

 インフラ整備が十分ではない離島や山岳地帯では，

生コンクリートの供給が容易ではない環境にある．そ

のような地域においてコンクリート構造物の構築が必

要となる場合，プレパックドコンクリート工法（以下

プレパックド工法）を採用することが考えられる． 

 しかしながら，注入モルタルの製造には現場プラン

トの建設が必要であり，注入モルタルの品質管理の負

荷も決して小さなものとはいえない．またインフラが

未整備な環境では良質の粗骨材の入手も困難となる． 

 本研究では，そのような環境において応急構造物を

構築する 1)ことを目的として，注入モルタルとしてプ

レミックスタイプの無収縮グラウト材を，粗骨材とし

てコンクリートがらをプレパックド工法の材料に供し，

充填性および充填後の圧縮強度からプレパックド工法

への適用性を評価した． 

 

2．使用材料および配合 

2．1 無収縮グラウト材 

 注入モルタルとして，プレミックスタイプの無収縮

グラウト材を用いた．無収縮グラウトの水結合材比お

よび注入時の流動特性を表-1に示す． 

 

表-1 無収縮グラウトのW/Bおよび流動特性 

Ｗ／Ｂ 

（％） 

Ｐ漏斗 

（秒） 

J14漏斗

（秒） 

フロー2) 

値（mm） 

密度

(g/cm3) 

53.1 101.3 12.9 307 2.13 

 

2．2 コンクリートがら 

 30-18-20-N のコンクリート（W/C＝53.5％）を作成

し，材齢28日で破砕した後にふるい分けて，最大寸法

20 ㎜・最小寸法 10 ㎜のコンクリートがらを粗骨材と

して用いた．コンクリートの圧縮強度およびコンクリ

ートがらの物理的性質を表-2および 3に示す． 

 

 

 

表-2 破砕前のコンクリートの圧縮強度 

 材齢 7日強度 

（N/mm2） 

材齢28日強度 

（N/mm2） 

30-18-20-N 34.0 46.1 

 

表-3 コンクリートがらの物理的性質 

粒度 

密度 

（g/㎝ 3） 
吸水率 

(％) 

単位容

積質量 

(g/cm3) 

実績率 

(％) 
表乾 絶乾 

2010 2.47 2.34 5.26 1.35 54.7 

 

3．実験方法 

 内径 100mm×高さ2mのアクリル管2本を連結し，片

側の管にコンクリートがらを詰めたプレパックドモデ

ル試験体（図-1）を2セット作成した． 

 無収縮グラウトの注入は，粗骨材を詰めた管の上端

から注入する流し込み方式と，粗骨材が入っていない

管から注入するトレミー方式の2種類で行った．なお，

注入は無収縮グラウトの自重による自己充填性のみと

し，圧送は行わなかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 プレパックドモデル試験体 

 

 

流し込み方式 トレミー方式 

グ
ラ
ウ
ト 

グ
ラ
ウ
ト 

キーワード プレパックドコンクリート工法，コンクリートがら，無収縮グラウト 
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 無収縮グラウトの充填後，材齢 28 日まで 20℃恒温

室で封緘養生を行った後，φ10×20cmの円柱供試体を

切り出して充填性の評価および圧縮強度（材齢28日）

の測定を行った．供試体を切り出す位置は，地上から

40～60cm，80～100cm，120～140cm，160～180cmの 4箇

所とした． 

 

4．実験結果 

4-1．充填性 

 充填性は，切り出し直後の供試体の単位容積質量に

よって評価した．高さ毎の単位容積質量を図-2に示す． 

 プレパックド部分の単位容積質量は概ね 2.25～

2.30g/cm3の範囲にあり，注入方式の違いや高さ位置に

関わらず未充填箇所は発見されなかった。プレパック

ドコンクリートの注入モルタルのＰ漏斗流下時間は

16～20 秒（高強度用注入モルタルでは 25～50 秒）の

範囲が標準とされているが，表-1に示すようなその標

準範囲を超える無収縮グラウトでも良好な充填性が示

された．出口らの研究によれば，充填性には漏斗流下

時間だけでなくフロー値が強く影響する 3)ことが報告

されているが，本研究でもフロー値の重要性が示唆さ

れている． 

 またグラウト部分の単位容積質量は注入前の測定値

2.13g/cm3からほとんど変動がなく，注入過程での細骨

材の分離や注入後のブリーディングが発生していない

ことを表している． 

 

図-2 高さ毎の単位容積質量 

 

4-2．圧縮強度 

 高さ毎の供試体の圧縮強度を図-3に示す． 

 

 

図-3 高さ毎の供試体の圧縮強度 

 

 グラウト部分の圧縮強度は概ね50～55N/mm2の範囲

にあった．圧縮強度の観点でも無収縮グラウトの材料

分離は見受けられなかった． 

 プレパックド部分の圧縮強度は、ばらつきがあるも

のの35～45N/mm2の範囲にあった．コンクリートがら

の母材コンクリート強度に対しては7～9割，注入材

であるグラウト強度に対しては7～8割程度の強度と

なっており，過去の知見 4)と比較して遜色のない結果

が得られている． 

   

5．まとめ 

 粗骨材としてコンクリートがらを，注入モルタルと

して無収縮グラウトを用いたプレパックド工法であっ

ても，十分な充填性および強度発現性が得られ，プレ

パックド工法としての適用の可能性が示された． 
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